
温暖期
寒冷期 積雪寒冷期

10/9( 祝月 ) 12/02( 土 ) 12/23( 土 )

気温 [℃]注 3）

風速 [m/s]注 3）

天候注3）

着衣量 [clo]注 4）

20.4

2.512:00-13:00

13:00-14:00
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冬季

0.66 1.66 1.74

12:00-13:00

13:00-14:00

広場 三井 日生 合計 広場 三井 日生 合計 広場 三井 日生 合計

利用組数注5）

149 63 72 135 43 124 56 180 21 131 75 206

107 51 55 106 8 100 59 159 24 91 64 155

メインＥ東Ｅ中央Ｅ西Ｅ 中央Ｅ 西Ｅ
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減少率

三井 日生
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分析項目 分析方法

1.気温
2.積雪

3.組数

5.種類

1.通行量歩
行

滞
留4.位置

1.PS内要素

2.調査対象ビル

12時から14時までの2時間の間、各測定点で5秒間に1度定点で測定した。
各測定点で、実測により測定した。

着座スペースに着座した人を「着座」、PS内で歩みを止め下記に示す種類の行動を
起こした人を「立止り」とした。複数名の滞留であっても、1組での利用とし対応する
位置を平面図へのプロットで示した。種類は、「飲食」、「写真撮影」、「読書」、「勉強」、「ス
マホ」、「休憩」、「雪遊び」、「その他」の8項目により評価した。

2.経路選択
各エントランス、エスカレーターの通行量をカウントした。また、各エントランスから出た
人の経路選択、各エントランスから出て屋外で滞留する人の歩行経路より評価した。

【着座面】【ファーニチャー】を抽出した。

【エントランス】【機能】【地下歩行空間接続方法】を抽出した。

着座・立止り

積雪寒冷都市における屋内外パブリックスペースの空間構成と冬季の利用行動

積雪寒冷都市におけるおける都市デザイン　その１８

1. 研究の背景と目的

　都心の高層高密化に伴い、都市環境やアメニティ向上の

ため、屋外パブリックスペース（以下、PS）が計画される。

しかし、積雪寒冷都市では、冬季の積雪や厳寒な気候条件

により、屋外 PS は一年の内利用されていない期間が長い。

冬季でもなるべく長く利用されることと、積雪後に特有な

利用行動を促す屋外PSの空間デザインが求められる。

　積雪寒冷都市において、地下歩行空間などの屋内 PS は、

冬季の気候条件に左右されることなく、安全に利用するこ

とができるため、利便性、回遊性の向上に、有効な都市デ

ザイン手法1）である。そのため、冬季には屋内 PS に活動が

集中する。そこで、屋外と屋内を分断して考えるのではなく、

屋内外 PS の一体的な空間デザインによって、地下歩行空

間を活用しながら、屋外PSの利用を促すことが重要である。

　積雪寒冷都市において、屋内外 PS の空間構成と気候の

変化に伴う、利用行動の違いを明らかにした研究は少ない。

　したがって、本研究は、積雪寒冷都市において冬季の

屋内外 PS の一体的な利用実態を把握し、屋外 PS の利用

を促す空間構成を明らかにすることを目的とする。

2. 研究の方法

2.1 調査対象地の選定

　積雪寒冷都市である札幌市の地下歩行空間開通に伴って、

建て替えられた 5つのビルの内、多くの利用行動が確認され

た、三井JPビルディング（以下、三井）、日本生命札幌ビル（以

下、日生）の屋内地上・地下 PS（以下、屋内 PS）とそれらに

隣接する北３条広場（以下、広場）を対象とした（図1）。

2.2 調査方法と分析項目

　既往研究 2）3）より、屋外 PS で利用行動が多く見られる

気温 20℃以上を温暖期、着座行動が見られなくなる 5℃

以下を寒冷期とした。さらに積雪後を積雪寒冷期とし、

合計 3期に対し、各期休日注2）1 回の計 3回調査を行った。

また、文献 4）より、利用行動・環境・空間の分析項目を

抽出した（表 1）。利用行動について、12:00-12:25 と

13:00-13:25 に滞留行動を、12:30-12:55 と 13:30-13:55

に歩行行動を調査した。

3. 調査概況

　表2に調査概況を示す。12時台と13時台の利用行動に大き

な傾向の違いが見られず、PS 全体の利用組数は 13 時台が多

かったため（表3）、分析には13時台のデータを扱うことにした。

4. 各期の比較と分析

　寒冷期では、温暖期に比べて、屋外に出る人数が、三

井では 64％、日生では 50% 減少し、地下に行く人数が、

三井では 136％、日生では 25% 増加した（表 3）。また、

広場での滞留行動が著しく減少し、屋内での滞留行動は

増加あるいは微減した（表 2）。したがって、寒冷期では、

歩行行動、滞留行動ともに屋内 PS が好まれる。

　【屋外の経路選択】寒冷期では、屋外に出る人数が減少し、

各エントランス（以下、Ｅ）から出た後の経路の数は減少す

る。特に、三井中央Ｅと日生中央Ｅでは、最短経路である

Ｅ間での利用行動が大きな割合を占める（図2）。

　【屋外の滞留行動】寒冷期では、屋外 PS での滞留行動が

減少し着座が見られなくなる（図 3）。立止りは広場の中央帯

で多く見られ、主に写真撮影を行っていた（図 4、図 5）。積雪

寒冷期では、滞留位置が限定され、雪遊びや雪を使った写真

撮影など、積雪寒冷期特有の滞留行動が見られた（図4、図5）。

　【屋内外の利用行動】全期を通じて、広場で滞留する人

の内、屋内から出て滞留する人が約 30％いた。その内、約

85％が広場に面したＥを利用した（図 5）。寒冷期では、地

下と屋内 PS、広場、向かいの建物の屋内 PS を一体的に移

動しながら、広場で滞留する利用行動が見られた（図5-Ⅱ）。

積雪寒冷期では、積雪のない位置で滞留し、屋内から出て、

すぐに屋内PSに戻るような回遊行動が見られた（図5-Ⅲ）。

　【屋内の滞留行動】寒冷期では、屋内 PS の滞留行動が増

加した（図 3）。特に、三井の屋内 PS での滞留行動の増加

率が大きく、屋内地上 PSでは、温暖期に比べて写真撮影が

増加した。屋内地下 PS ではスマホや休憩の割合が増加し

表 1 分析項目と方法2）

The Effect of Public Space Designs for Human Activities in Winter Cities 
The Urban Design on Winter Cities #18

HASEGAWA Satoshi,et al.

表 2 調査概況

表 3 屋内 PS から広場、地下 PS への移動量とその減少率

　

た（図 4）。また、日生の屋内 PS では温暖期と寒冷期で、

滞留組数、種類共に大きな変化は見られなかった（図3、図4）。

5. 考察

　積雪寒冷都市の屋内外 PSに対して利用実態調査を行い、気

候の変化に伴う利用実態の違いとして、以下の4点を把握した。

ⅰ) 屋外の経路選択 : 温暖期では、屋外を長い時間移動す

る。寒冷期、積雪寒冷期では、最短経路が好まれる。

ⅱ）屋外の滞留行動 : 温暖期では、着座と立止りが広場

全域で見られる。寒冷期では、着座は見られなくなるが、

立止りが広場中央帯で残り、主に写真撮影を行う。積雪

寒冷期では、滞留位置が限定され、雪遊びや雪を使った

写真撮影など、特有な滞留行動が見られる。

ⅲ）屋内外の利用行動 : 全期を通じて、屋内と広場を一体

的に利用する。温暖期では、屋内 PS と広場を行き来する回

遊行動が見られる。寒冷期では、地下、広場、向かいの建物

の屋内 PS を移動しながら利用する。積雪寒冷期では、屋外

に出て、すぐに屋内PSに戻るような回遊行動が見られる。

ⅳ）屋内の滞留行動 : 温暖期に比べて寒冷期、積雪寒冷期

では、屋内 PS での滞留行動が増加する。特に三井の屋内

PS での増加率が大きい。これは、地下歩行空間とビルが連

続し、屋内地上 PS でのイベントや屋内地下 PS に着座など

ができる滞留スペースを持つためである。

　以上より、積雪寒冷都市の冬季における、屋外 PS の利用

を促す有効的な空間構成として、以下の5点が挙げられる。

1）隣接する建物間に屋外 PS を配置することは、屋内外

PS の一体的な利用を促す。

2）エントランスを屋外 PS に向けて接続することは、屋

外の利用行動を引き起こす。

3）広場内に堆雪スペースを確保することは、雪遊びや雪

を使った写真撮影など、屋外 PS において積雪寒冷期特有

の滞留行動を引き起こす。

4）屋内と広場を行き来できるように屋外 PSに複数のエン

トランスを設けることは、屋外での回遊行動を引き起こす。

5）地下歩行空間とビルを連続させ、屋内 PS にイベントス

ペース滞留スペースを設けることで、屋内 PS と屋外 PS の

一体的な利用につながる、回遊行動が生まれる。　

図 1 調査対象地注1）

温暖期　10/9（祝月）

積雪寒冷期　12/23（土）
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1. 研究の背景と目的

　都心の高層高密化に伴い、都市環境やアメニティ向上の

ため、屋外パブリックスペース（以下、PS）が計画される。

しかし、積雪寒冷都市では、冬季の積雪や厳寒な気候条件

により、屋外 PS は一年の内利用されていない期間が長い。

冬季でもなるべく長く利用されることと、積雪後に特有な

利用行動を促す屋外PSの空間デザインが求められる。

　積雪寒冷都市において、地下歩行空間などの屋内 PS は、

冬季の気候条件に左右されることなく、安全に利用するこ

とができるため、利便性、回遊性の向上に、有効な都市デ

ザイン手法1）である。そのため、冬季には屋内 PS に活動が

集中する。そこで、屋外と屋内を分断して考えるのではなく、

屋内外 PS の一体的な空間デザインによって、地下歩行空

間を活用しながら、屋外PSの利用を促すことが重要である。

　積雪寒冷都市において、屋内外 PS の空間構成と気候の

変化に伴う、利用行動の違いを明らかにした研究は少ない。

　したがって、本研究は、積雪寒冷都市において冬季の

屋内外 PS の一体的な利用実態を把握し、屋外 PS の利用

を促す空間構成を明らかにすることを目的とする。

2. 研究の方法

2.1 調査対象地の選定

　積雪寒冷都市である札幌市の地下歩行空間開通に伴って、

建て替えられた 5つのビルの内、多くの利用行動が確認され

た、三井JPビルディング（以下、三井）、日本生命札幌ビル（以

下、日生）の屋内地上・地下 PS（以下、屋内 PS）とそれらに

隣接する北３条広場（以下、広場）を対象とした（図1）。

2.2 調査方法と分析項目

　既往研究 2）3）より、屋外 PS で利用行動が多く見られる

気温 20℃以上を温暖期、着座行動が見られなくなる 5℃

以下を寒冷期とした。さらに積雪後を積雪寒冷期とし、

合計 3期に対し、各期休日注2）1 回の計 3回調査を行った。

また、文献 4）より、利用行動・環境・空間の分析項目を

抽出した（表 1）。利用行動について、12:00-12:25 と

13:00-13:25 に滞留行動を、12:30-12:55 と 13:30-13:55

に歩行行動を調査した。

3. 調査概況

　表2に調査概況を示す。12時台と13時台の利用行動に大き

な傾向の違いが見られず、PS 全体の利用組数は 13 時台が多

かったため（表3）、分析には13時台のデータを扱うことにした。

4. 各期の比較と分析

　寒冷期では、温暖期に比べて、屋外に出る人数が、三

井では 64％、日生では 50% 減少し、地下に行く人数が、

三井では 136％、日生では 25% 増加した（表 3）。また、

広場での滞留行動が著しく減少し、屋内での滞留行動は

増加あるいは微減した（表 2）。したがって、寒冷期では、

歩行行動、滞留行動ともに屋内 PS が好まれる。

　【屋外の経路選択】寒冷期では、屋外に出る人数が減少し、

各エントランス（以下、Ｅ）から出た後の経路の数は減少す

る。特に、三井中央Ｅと日生中央Ｅでは、最短経路である

Ｅ間での利用行動が大きな割合を占める（図2）。

　【屋外の滞留行動】寒冷期では、屋外 PS での滞留行動が

減少し着座が見られなくなる（図 3）。立止りは広場の中央帯

で多く見られ、主に写真撮影を行っていた（図 4、図 5）。積雪

寒冷期では、滞留位置が限定され、雪遊びや雪を使った写真

撮影など、積雪寒冷期特有の滞留行動が見られた（図4、図5）。

　【屋内外の利用行動】全期を通じて、広場で滞留する人

の内、屋内から出て滞留する人が約 30％いた。その内、約

85％が広場に面したＥを利用した（図 5）。寒冷期では、地

下と屋内 PS、広場、向かいの建物の屋内 PS を一体的に移

動しながら、広場で滞留する利用行動が見られた（図5-Ⅱ）。

積雪寒冷期では、積雪のない位置で滞留し、屋内から出て、

すぐに屋内PSに戻るような回遊行動が見られた（図5-Ⅲ）。

　【屋内の滞留行動】寒冷期では、屋内 PS の滞留行動が増

加した（図 3）。特に、三井の屋内 PS での滞留行動の増加

率が大きく、屋内地上 PSでは、温暖期に比べて写真撮影が

増加した。屋内地下 PS ではスマホや休憩の割合が増加し
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図 2 温暖期と寒冷期の経路選択の変化

図 3 各 PS の滞留組数 図 4 各 PS の滞留行動の種類の割合

た（図 4）。また、日生の屋内 PS では温暖期と寒冷期で、

滞留組数、種類共に大きな変化は見られなかった（図3、図4）。

5. 考察

　積雪寒冷都市の屋内外 PSに対して利用実態調査を行い、気

候の変化に伴う利用実態の違いとして、以下の4点を把握した。

ⅰ) 屋外の経路選択 : 温暖期では、屋外を長い時間移動す

る。寒冷期、積雪寒冷期では、最短経路が好まれる。

ⅱ）屋外の滞留行動 : 温暖期では、着座と立止りが広場

全域で見られる。寒冷期では、着座は見られなくなるが、

立止りが広場中央帯で残り、主に写真撮影を行う。積雪

寒冷期では、滞留位置が限定され、雪遊びや雪を使った

写真撮影など、特有な滞留行動が見られる。

ⅲ）屋内外の利用行動 : 全期を通じて、屋内と広場を一体

的に利用する。温暖期では、屋内 PS と広場を行き来する回

遊行動が見られる。寒冷期では、地下、広場、向かいの建物

の屋内 PS を移動しながら利用する。積雪寒冷期では、屋外

に出て、すぐに屋内PSに戻るような回遊行動が見られる。

ⅳ）屋内の滞留行動 : 温暖期に比べて寒冷期、積雪寒冷期

では、屋内 PS での滞留行動が増加する。特に三井の屋内

PS での増加率が大きい。これは、地下歩行空間とビルが連

続し、屋内地上 PS でのイベントや屋内地下 PS に着座など

ができる滞留スペースを持つためである。

　以上より、積雪寒冷都市の冬季における、屋外 PS の利用

を促す有効的な空間構成として、以下の5点が挙げられる。

1）隣接する建物間に屋外 PS を配置することは、屋内外

PS の一体的な利用を促す。

2）エントランスを屋外 PS に向けて接続することは、屋

外の利用行動を引き起こす。

3）広場内に堆雪スペースを確保することは、雪遊びや雪

を使った写真撮影など、屋外 PS において積雪寒冷期特有

の滞留行動を引き起こす。

4）屋内と広場を行き来できるように屋外 PSに複数のエン

トランスを設けることは、屋外での回遊行動を引き起こす。

5）地下歩行空間とビルを連続させ、屋内 PS にイベントス

ペース滞留スペースを設けることで、屋内 PS と屋外 PS の

一体的な利用につながる、回遊行動が生まれる。　
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